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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成22年7月8日(2010.7.8)

【公表番号】特表2009-538935(P2009-538935A)
【公表日】平成21年11月12日(2009.11.12)
【年通号数】公開・登録公報2009-045
【出願番号】特願2009-513472(P2009-513472)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  35/76     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/07     (2010.01)
   Ｃ１２Ｎ   7/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ  35/76    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   5/00    　　　Ｅ
   Ｃ１２Ｎ   7/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年5月24日(2010.5.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
　（要旨）
　本発明は、Ｍ１１Ｌ、Ｍ０６３、Ｍ１３６、Ｍ－Ｔ４およびＭ－Ｔ７からなる群より選
択される粘液腫ウイルスタンパク質の活性に欠損を有する粘液腫ウイルス（ＭＶ）に関す
る。このようなウイルスは、癌細胞を抑制するための方法および医薬の製造において使用
され、この方法は、この細胞に有効量の粘液腫ウイルスを投与する工程を包含する。これ
らのウイルスはまた、癌を有するヒト被験体を処置するための方法および医薬の製造にお
いて使用され、この方法は、患者に有効量の粘液腫ウイルスを投与する工程を包含する。
本発明はまた、このような粘液腫ウイルスと薬学的に受容可能なキャリアとを含む薬学的
組成物、ならびに癌患者を処置するためのこのような粘液腫ウイルスと説明書とを含むキ
ットを提供する。
本発明は、例えば以下の項目を提供する。
（項目１）
　癌細胞を抑制するための方法であって、Ｍ１１Ｌ、Ｍ０６３、Ｍ１３６、Ｍ－Ｔ４およ
びＭ－Ｔ７からなる群より選択される粘液腫ウイルスタンパク質の活性に欠損を有する粘
液腫ウイルスの有効量を該細胞に投与する工程を包含する、方法。
（項目２）
　前記粘液腫ウイルスが、Ｍ１１Ｌ、Ｍ０６３、Ｍ１３６、Ｍ－Ｔ４およびＭ－Ｔ７から
なる群より選択される前記粘液腫ウイルスタンパク質の活性を実質的に有さない、項目１
に記載の方法。
（項目３）
　前記細胞が哺乳動物癌細胞である、項目１に記載の方法。
（項目４）
　前記細胞がヒト癌細胞である、項目３に記載の方法。
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（項目５）
　前記細胞がグリオーム細胞である、項目４に記載の方法。
（項目６）
　癌を有するヒト被験体を処置するための方法であって、該患者に、Ｍ１１Ｌ、Ｍ０６３
、Ｍ１３６、Ｍ－Ｔ４およびＭ－Ｔ７からなる群より選択される粘液腫ウイルスタンパク
質の活性に欠損を有する粘液腫ウイルスの有効量を投与する工程を包含する、方法。
（項目７）
　前記粘液腫ウイルスが、Ｍ１１Ｌ、Ｍ０６３、Ｍ１３６、Ｍ－Ｔ４およびＭ－Ｔ７から
なる群より選択される前記粘液腫ウイルスタンパク質の活性を実質的に有さない、項目６
に記載の方法。
（項目８）
　前記癌がグリオームである、項目６に記載の方法。
（項目９）
　癌細胞を抑制するための粘液腫ウイルスの有効量の使用であって、該粘液腫ウイルスが
、Ｍ１１Ｌ、Ｍ０６３、Ｍ１３６、Ｍ－Ｔ４およびＭ－Ｔ７からなる群より選択される粘
液腫ウイルスタンパク質の活性に欠損を有する、使用。
（項目１０）
　癌細胞を抑制するための医薬の製造における粘液腫ウイルスの有効量の使用であって、
該粘液腫ウイルスが、Ｍ１１Ｌ、Ｍ０６３、Ｍ１３６、Ｍ－Ｔ４およびＭ－Ｔ７からなる
群より選択される粘液腫ウイルスタンパク質の活性に欠損を有する、使用。
（項目１１）
　前記粘液腫ウイルスが、Ｍ１１Ｌ、Ｍ０６３、Ｍ１３６、Ｍ－Ｔ４およびＭ－Ｔ７から
なる群より選択される前記粘液腫ウイルスタンパク質の活性を実質的に有さない、項目９
または１０に記載の使用。
（項目１２）
　前記細胞が哺乳動物癌細胞である、項目９または１０に記載の使用。
（項目１３）
　前記細胞がヒト癌細胞である、項目１２に記載の使用。
（項目１４）
　前記細胞がグリオーム細胞である、項目１３に記載の使用。
（項目１５）
　癌を有するヒト被験体を処置するための粘液腫ウイルスの有効量の使用であって、該粘
液腫ウイルスが、Ｍ１１Ｌ、Ｍ０６３、Ｍ１３６、Ｍ－Ｔ４およびＭ－Ｔ７からなる群よ
り選択される粘液腫ウイルスタンパク質の活性に欠損を有する、使用。
（項目１６）
　癌を有するヒト被験体を処置するための医薬の製造における粘液腫ウイルスの有効量の
使用であって、該粘液腫ウイルスが、Ｍ１１Ｌ、Ｍ０６３、Ｍ１３６、Ｍ－Ｔ４およびＭ
－Ｔ７からなる群より選択される粘液腫ウイルスタンパク質の活性に欠損を有する、使用
。
（項目１７）
　前記粘液腫ウイルスが、Ｍ１１Ｌ、Ｍ０６３、Ｍ１３６、Ｍ－Ｔ４およびＭ－Ｔ７から
なる群より選択される前記粘液腫ウイルスタンパク質の活性を実質的に有さない、項目１
５または１６に記載の使用。
（項目１８）
　前記癌がグリオームである、項目１５または１６に記載の使用。
（項目１９）
　癌の処置に使用するための粘液腫ウイルスと薬学的に受容可能なキャリアとを含む薬学
的組成物であって、該粘液腫ウイルスが、Ｍ１１Ｌ、Ｍ０６３、Ｍ１３６、Ｍ－Ｔ４およ
びＭ－Ｔ７からなる群より選択される粘液腫ウイルスタンパク質の活性に欠損を有する、
薬学的組成物。
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（項目２０）
　前記粘液腫ウイルスが、Ｍ１１Ｌ、Ｍ０６３、Ｍ１３６、Ｍ－Ｔ４およびＭ－Ｔ７から
なる群より選択される前記粘液腫ウイルスタンパク質の活性を実質的に有さない、項目１
９に記載の薬学的組成物。
（項目２１）
　前記癌がグリオームである、項目１９に記載の薬学的組成物。
（項目２２）
　癌を有する患者を処置するための粘液腫ウイルスと説明書とを含むキットであって、該
粘液腫ウイルスが、Ｍ１１Ｌ、Ｍ０６３、Ｍ１３６、Ｍ－Ｔ４およびＭ－Ｔ７からなる群
より選択される粘液腫ウイルスタンパク質の活性に欠損を有する、キット。
（項目２３）
　前記粘液腫ウイルスが、Ｍ１１Ｌ、Ｍ０６３、Ｍ１３６、Ｍ－Ｔ４およびＭ－Ｔ７から
なる群より選択される前記粘液腫ウイルスタンパク質の活性を実質的に有さない、項目２
２に記載のキット。
 
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　癌細胞を抑制するための組成物であって、Ｍ１１Ｌ、Ｍ０６３、Ｍ１３６、Ｍ－Ｔ４お
よびＭ－Ｔ７からなる群より選択される粘液腫ウイルスタンパク質の活性に欠損を有する
粘液腫ウイルスの有効量を含む、組成物。
【請求項２】
　前記粘液腫ウイルスが、Ｍ１１Ｌ、Ｍ０６３、Ｍ１３６、Ｍ－Ｔ４およびＭ－Ｔ７から
なる群より選択される前記粘液腫ウイルスタンパク質の活性を実質的に有さない、請求項
１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記細胞が哺乳動物癌細胞である、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　前記細胞がヒト癌細胞である、請求項３に記載の組成物。
【請求項５】
　前記細胞がグリオーム細胞である、請求項４に記載の組成物。
【請求項６】
　癌を有するヒト被験体を処置するための組成物であって、Ｍ１１Ｌ、Ｍ０６３、Ｍ１３
６、Ｍ－Ｔ４およびＭ－Ｔ７からなる群より選択される粘液腫ウイルスタンパク質の活性
に欠損を有する粘液腫ウイルスの有効量を含む、組成物。
【請求項７】
　前記粘液腫ウイルスが、Ｍ１１Ｌ、Ｍ０６３、Ｍ１３６、Ｍ－Ｔ４およびＭ－Ｔ７から
なる群より選択される前記粘液腫ウイルスタンパク質の活性を実質的に有さない、請求項
６に記載の組成物。
【請求項８】
　前記癌がグリオームである、請求項６に記載の組成物。
【請求項９】
　癌細胞を抑制するための医薬の製造における粘液腫ウイルスの有効量の使用であって、
該粘液腫ウイルスが、Ｍ１１Ｌ、Ｍ０６３、Ｍ１３６、Ｍ－Ｔ４およびＭ－Ｔ７からなる
群より選択される粘液腫ウイルスタンパク質の活性に欠損を有する、使用。
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【請求項１０】
　前記粘液腫ウイルスが、Ｍ１１Ｌ、Ｍ０６３、Ｍ１３６、Ｍ－Ｔ４およびＭ－Ｔ７から
なる群より選択される前記粘液腫ウイルスタンパク質の活性を実質的に有さない、請求項
９に記載の使用。
【請求項１１】
　前記細胞が哺乳動物癌細胞である、請求項９に記載の使用。
【請求項１２】
　前記細胞がヒト癌細胞である、請求項１１に記載の使用。
【請求項１３】
　前記細胞がグリオーム細胞である、請求項１２に記載の使用。
【請求項１４】
　癌を有するヒト被験体を処置するための医薬の製造における粘液腫ウイルスの有効量の
使用であって、該粘液腫ウイルスが、Ｍ１１Ｌ、Ｍ０６３、Ｍ１３６、Ｍ－Ｔ４およびＭ
－Ｔ７からなる群より選択される粘液腫ウイルスタンパク質の活性に欠損を有する、使用
。
【請求項１５】
　前記粘液腫ウイルスが、Ｍ１１Ｌ、Ｍ０６３、Ｍ１３６、Ｍ－Ｔ４およびＭ－Ｔ７から
なる群より選択される前記粘液腫ウイルスタンパク質の活性を実質的に有さない、請求項
１４に記載の使用。
【請求項１６】
　前記癌がグリオームである、請求項１４に記載の使用。
【請求項１７】
　癌の処置に使用するための粘液腫ウイルスと薬学的に受容可能なキャリアとを含む薬学
的組成物であって、該粘液腫ウイルスが、Ｍ１１Ｌ、Ｍ０６３、Ｍ１３６、Ｍ－Ｔ４およ
びＭ－Ｔ７からなる群より選択される粘液腫ウイルスタンパク質の活性に欠損を有する、
薬学的組成物。
【請求項１８】
　前記粘液腫ウイルスが、Ｍ１１Ｌ、Ｍ０６３、Ｍ１３６、Ｍ－Ｔ４およびＭ－Ｔ７から
なる群より選択される前記粘液腫ウイルスタンパク質の活性を実質的に有さない、請求項
１７に記載の薬学的組成物。
【請求項１９】
　前記癌がグリオームである、請求項１７に記載の薬学的組成物。
【請求項２０】
　癌を有する患者を処置するための粘液腫ウイルスと説明書とを含むキットであって、該
粘液腫ウイルスが、Ｍ１１Ｌ、Ｍ０６３、Ｍ１３６、Ｍ－Ｔ４およびＭ－Ｔ７からなる群
より選択される粘液腫ウイルスタンパク質の活性に欠損を有する、キット。
【請求項２１】
　前記粘液腫ウイルスが、Ｍ１１Ｌ、Ｍ０６３、Ｍ１３６、Ｍ－Ｔ４およびＭ－Ｔ７から
なる群より選択される前記粘液腫ウイルスタンパク質の活性を実質的に有さない、請求項
２０に記載のキット。
【請求項２２】
　Ｍ０６３およびＭ１３６からなる群より選択される粘液腫ウイルスタンパク質の活性に
欠損を有する、単離された粘液腫ウイルス。
【請求項２３】
　請求項２２に記載の単離された粘液腫ウイルスであって、該粘液腫ウイルスが前記粘液
腫ウイルスタンパク質の活性を実質的に有さない、粘液腫ウイルス。
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